
特定エリアの「セキュリティ・入退の利便性・管理
業務効率」を、顔認証によるドア制御で大きく向上

特定エリアの「入退管理」と「在室
確認」の課題を、小規模導入も可
能な顔認証ドア制御で同時に解消

役員が執務するエリアのセキュリティ
向上と入退の利便性、在室確認作業
の効率化を図りたい

課題

解決策

大規模なシステムを導入することなく、
利便性の高い顔認証によるドア制御
を実現でき、在室確認作業を行う秘書
業務の効率化にもつながりました。

慶應義塾大学  様

導入時期：2026年4月
導入地域：東京都

役員の増員に伴う建物改修工事を契機に、セキュリティ強化と秘書業務の効
率化を同時に実現できる仕組みの導入が検討されました。
「役員の利便性も考慮すると、カードリーダーよりも顔認証が良いと考えました
が、大規模前提のシステムが多く、今回のような特定エリアでの導入にはオー
バースペックで工期も長くなり、現実的ではありませんでした。
KPASクラウドは、別のドア開閉システムとも連動するなど必要なニーズを満
たしながら、構成がシンプルで限定したエリアへの導入にも対応できる点が
大きかったです。」（管財部 施設担当 海老澤 隆 様）

導入した理由
セキュリティ強化と業務効率化を、
小規模からスピーディーに実現できる導入のしやすさ

慶應義塾大学様の塾監局では、経営に関する機密情報等を扱っているもの
の、キャンパス特有の開放性から出入りが比較的自由な状態となっており、セ
キュリティ面での課題がありました。
さらに秘書担当者においては、役員の所在確認のために執務室訪問や電話
対応が発生しており、迅速な対応が求められる場面でも、確認に手間がかか
る点が課題でした。

背景
役員が執務する棟(塾監局)のセキュリティ強化と、
秘書業務の効率化が課題に

教育・文教 顔認証を活用した入退管理システム
（顔認証クラウドサービス  KPASクラウド 現場管理サービス）CASE STUDY
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慶應義塾大学様
三田キャンパス 慶應義塾大学様

塾監局

三田駅

▲ 三田キャンパス内の塾監局

■ 所在地 東京都港区三田2-15-45
■ URL https://www.keio.ac.jp/ja/

1858年の創立以来、独立自尊の精神を礎に、学問を身につけること
にとどまらず、その成果を社会に生かすことを大切にされてきた慶應
義塾大学様。
小学校から大学・大学院までを擁する総合学塾として、塾生、教職員、
塾員（卒業生）が共に学び合い、それぞれの場で新たな価値を創造さ
れ続けています。

福澤諭吉の志を受け継ぎ、自ら考え、行動し、
未来を切り拓くことを目指す学塾

海老澤 隆 様

※所属は取材時のものです。

慶應義塾大学
管財部 施設担当 主任



その他の納入事例に関しては、ホームページをご覧ください。

発行：
〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号　汐留浜離宮ビル

納入機器 (2026年7月時点)

教育・文教

顔認証を活用した入退管理システム （顔認証クラウドサービス  KPASクラウド 現場管理サービス）

▲ 管理ポータル画面では、役員の
　 誰がいつ入退したかを簡単にリアルタイムで確認

https://connect.panasonic.com/jp-ja/
products-services/facial-recognition/
kpascloud 2026.07.C1

管財部 施設担当 主任

海老澤 隆 様

慶應義塾大学

※所属は取材時のものです。

▲ ドア開閉システムと連動し、大規模な改修を要することなく
　 顔認証によるセキュリティゲートを構築

▲ 操作不要でスピーディーに顔認証を行えるため、
　 日々の入退をストレスなく実現

お客様の声

「今回のように一部エリアで導入しながら効果を確認できたことで、他のエリ
アでも活用できる可能性を感じていますが、KPASクラウドは用途に応じて段
階的に展開できる点も魅力だと思います。
今回は実際に導入までの期間が限られていた中でしたが、構成がシンプル
で短期間で立ち上げることができました。光の当たり具合など現地の環境に
おける顔認証の設定や、ドア側との連動の調整も含めて、実運用までスムー
ズに進められた点は非常に助かりました。
さらに、小規模エリアに限定した導入も可能な点を踏まえると、今後も段階に
応じて部分的にセキュリティを高めていくといった展開が考えうると感じてい
ます。」（管財部 施設担当 海老澤 隆 様）

用途に合わせて、他エリアへの段階的な展開も可能

▲ 10名いる秘書担当の全員が管理ポータル画面を利用し、
　 常に画面を開いたまま、日常的に在室確認に活用

スピーディーな顔認証により、入退における高い利便性と運用定着を実現
海老澤様は顔認証自体の品質についても、高く評価されています。
「KPASクラウドの顔認証は認証スピードが非常に速く、待つことなくドアが開くため、利用者にとってスト
レスがありません。カード認証のように携帯や取り出しが不要なため、利用者負担が大幅に軽減されまし
た。特に役員のように来客対応や移動が多い利用者にとっては、手を使わずに入退できる点は大きな利
点となっています。また、カードで起きがちな紛失や貸し借りといったリスクがないことも、運用の安心感に
つながっています。こうした利便性の高さから、役員にもスムーズに受け入れられ、無理なく日常運用に定
着していると感じています。」

在室確認作業を効率化し、秘書1人あたり最大30分/日の工数削減を実現
秘書担当者からも、KPASクラウドは現場業務の負担軽減と改善にもつながっていると評価されて
います。
「役員達の所在確認のために、これまでは直接部屋を訪ねたり電話したりする必要がありました。KPASク
ラウドでは、管理画面からリアルタイムで入退履歴や在室状況を把握できるようになりましたので、1日に
何度も発生していた確認作業が大幅に削減され、業務効率化につながっています。加えて、役員同士の
打ち合わせや来客対応のタイミング判断も迅速に行えるようになり、秘書業務全体のスピードが向上しま
した。場所を移動せずに状況を把握できる点は、日々の現場管理において大きな改善効果をもたらして
います。」

導入後の効果

機密性の高いフロアにおける、「未然防止型」のセキュリティ環境を構築
「従来は警備員の配置や監視カメラによる対応が中心で、いずれも問題発生後の確認が主となっていま
した。顔認証によるドア制御を導入したことで、認証された利用者のみが入室可能となり、立ち入り権限の
ない人物や非登録者の侵入を未然に防ぐ運用へと転換されました。特に役員が執務するフロアでは、機
密性の高い情報や来訪者対応が日常的に行われるため、事前にアクセスを制御できる点は大きなメリッ
トとなっています。KPASクラウドにより、従来の『事後対応型』から『未然防止型』へとセキュリティレベルが
向上し、安心して業務を行える環境構築を実現することができました。」（管財部 施設担当 海老澤 様）
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